








































 1 ． 本書は新潟県佐渡市相川小右衛門町 1 番地他に所在する佐渡金山遺跡（上相川地区）
の平成 17 年度から平成 18 年度にかけての調査報告書である。
 2 ． 調査は、国史跡指定の基礎資料を得ることを目的とした遺跡の範囲内容確認のための
調査及びトレンチ発掘調査（一部のみ）である。
 3 ． 調査は、平成 16 年度 2 月 28 日までを相川町及び相川町教育委員会が実施し、平成 16
年 3 月 1 日からは、市町村合併により佐渡市教育委員会が実施した。
 4 ． 調査にあたっては、平成 16 年度から平成 18 年度に、文化庁の国宝重要文化財等保存
整備費補助事業の事業採択を受けた。また、平成 15 年度から平成 16 年度の作業員雇
用については、新潟県緊急地域雇用創出特別基金事業により、社団法人佐渡シルバー
人材センターに業務委託した。





 8 ． 本書の執筆は宇佐美亮・若林篤男（佐渡市教育委員会、調査員）、小田由美子（新潟県
文化行政課副参事）がこれにあたり、編集は宇佐美が担当した。執筆分担は以下のと
おりである。
 第Ⅰ章、第Ⅱ章 1･2･3‐Ｂ ･ Ｃ、第Ⅲ章、第Ⅳ章、第Ⅴ章 4、第Ⅵ章…宇佐美亮
 第Ⅱ章 3‐Ａ…小田由美子
 第Ⅴ章 1 ～ 3…若林篤男
 9 ． 発掘調査から本書の作成に至るまで下記の方々から多大なご教示とご協力を賜った。
厚く感謝申し上げる。
  安藤正美、大橋康二、小田由美子、春日真実、鎌田直治、上林章造、北村 亮、坂井秀弥、






 3 ． 既成の地図を用いた場合は、その出典を記した。
 4 ． 本書で用いた方角は、特に表示のある場合を除いてすべて真北である。磁北は真北か
ら西偏約 7 度 20 分である。
 5 ．地形図・遺構図の縮尺は、原則として図版ごとにスケールを付した。





 8 ．遺構の土色観察・遺物の色調には「新版標準土色帖」［小山・竹原 1967］を用いた。
 9 ． 土層断面に表記した水準値は、海抜標高を示している。
10．遺物は、本文・観察表・挿図・図版・写真図版とも同一の通し番号とした。
11． 実測図は、土器陶磁器類及び土製品・小型の石製品・金属製品は 3 分の 1、銭貨は 2 分
の 1、石磨は 6 分の 1 で掲載した。
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第 11 図　平成 17 年度トレンチ配置図
第 12 図　調査区内遺構分布図
第 13 図　トレンチ遺構図

























































































より「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」（以下準備会、平成 16 年 3 月市町村合併まで）が発足した。準備
会は分野ごとに調査部会が設けられ、旧市町村と協力して各種の調査を進めてきた。準備会及び関連市町
村のこれまでの調査成果については、平成 14 年度に旧相川町教育委員会の『佐渡金銀山 相川町鉱山間歩






　このため、旧相川町教育委員会では、平成 15 年度から平成 20 年度にかけて上相川地区の学術調査（遺
構の分布調査・地形測量・確認調査）計画を立案し、将来的な史跡整備を視野に入れた保存目的の範囲内








　平成 15 年 9 月から平成 16 年 3 月、平成 16 年 9 月から平成 17 年 3 月にかけて、分布調査・測量調査
を実施する前に現地の立木竹の伐採作業を実施した。平成 17 年度の現地調査は、7 月より 11 月にかけて
実施した。平成 18 年度の現地調査は、6 月から 12 月にかけて実施した。調査体制は以下に示すとおりで
ある。
平成 15 年度
調 査 期 間　　平成 15 年 9 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日
調 査 主 体　　相川町（町長 彈正佼一〔平成 16 年 2 月 28 日まで〕）
　 　　佐渡市教育委員会（教育長 石瀬佳弘〔平成 16 年 3 月 1 日から〕）
調 査 指 導　　文化庁、新潟県教育庁文化行政課
総　　　括　　大平三夫（相川町 佐渡金銀山課長〔平成 16 年 2 月 28 日まで〕）
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　 　　大蔵 勇（佐渡市教育委員会相川事務所 生涯学習課長〔平成 16 年 3 月 1 日から〕）
事　務　局　　柳平則子（相川町教育委員会 生涯学習課副参事
　　　　　　　　　〔平成 16 年 2 月 28 日より佐渡市教育委員会相川事務所 生涯学習課副参事〕）
　　　　　　　門口 栄（相川町 佐渡金銀山課補佐 
　　　　　　　　　〔平成 16 年 3 月 1 日より佐渡市教育委員会 生涯学習課佐渡金銀山室長〕）
　　　　　　　斎藤本恭（相川町 佐渡金銀山課主事
　　　　　　　　　〔平成 16 年 3 月 1 日より佐渡市教育委員会 生涯学習課佐渡金銀山室主事〕）
調 査 担 当　　滝川邦彦（相川町 佐渡金銀山課主事




調 査 期 間　　平成 16 年 9 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日
調 査 主 体　　佐渡市教育委員会（教育長 石瀬佳弘）










調 査 期 間　　平成 17 年 7 月 8 日～平成 18 年 11 月 17 日
調 査 主 体　　佐渡市教育委員会（教育長 石瀬佳弘）












調 査 期 間　　平成 18 年 6 月 5 日～平成 19 年 12 月 22 日
調 査 主 体　　佐渡市教育委員会（教育長 石瀬佳弘〔5 月 7 日まで〕、渡邉剛忠〔5 月 8 日から〕）
調 査 指 導　　文化庁、新潟県教育庁文化行政課
総 括　　石塚秀夫（佐渡市教育委員会 文化振興課長）
事 務 局　　齋藤義昭（同　文化振興課佐渡金銀山室長〔同年 10 月より世界遺産推進室長〕）
　 　　下谷 徹（同　係長〔同年 10 月より世界遺産推進室係長〕）
調 査 担 当　　宇佐美亮（同　主事〔同年 10 月より世界遺産推進室主事〕）
調 査 員　　若林篤男（同　主事〔同年 10 月より世界遺産推進室主事〕）
作 業 員　　有井勝美、有田和美、安藤信義、大坂ヒサ、鎌田直治、北見光麿、坂本 衛、中川つゆ子、
　 　　松永チヨ、村尾 優、山本裕幸、山本美恵子、渡辺千鶴子、渡辺道春〔敬称略、五十音順〕
Ｂ　整理体制
　平成 17 年度の注記・接合・復元・遺物実測・原稿作成は、平成 17 年 11 月から平成 18 年 3 月にかけ
て相川支所にて実施し、3 月に調査の概要報告書を刊行した［佐渡市教育委員会 2006］。平成 18 年度の




整 理 期 間　　平成 17 年 11 月 24 日～平成 18 年 3 月 31 日
整 理 主 体　　佐渡市教育委員会（教育長 石瀬佳弘）









整 理 期 間　　平成 18 年 12 月 18 日～平成 19 年 3 月 30 日
整 理 主 体　　佐渡市教育委員会（教育長 渡邉剛忠）





整 理 担 当　　宇佐美亮（同　世界遺産推進室主事）
調 査 員　　若林篤男（同　世界遺産推進室主事）
作 業 員　　有田和美、大坂ヒサ、鎌田直治、坂本 衛、佐々木春美、中川つゆ子、松永チヨ、
　　　　　　　村尾 優、山本裕幸〔敬称略、五十音順〕
平成 19 年度
整 理 期 間　　平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日
整 理 主 体　　佐渡市教育委員会（教育長 渡邉剛忠）
















測量を実施し、縮尺 500 分の 1 及び 1,000 分の 1 の地形図を作製した。
Ｂ　平成17年度調査経過
　平成 17 年度の確認調査は、7 月から調査を開始し 11 月に終了した。調査対象は、江戸時代に本町、小
右衛門町と呼ばれた範囲で、約 12,400 ㎡を調査対象とし、291 ㎡のトレンチ発掘調査を伴う確認調査を実
施した。調査の結果、建物の存在を示す遺構は見つからなかったが、未使用で廃棄されたと考えられる精
錬炉跡や土器、陶磁器、銭貨、煙管などの遺物が出土している。また、調査期間中の平成 17 年 8 月 1 日
には、研究者・有識者による「佐渡金銀山遺跡調査委員会」が設置され、上相川地区を含む佐渡金銀山遺
跡　全体の調査への指導を受けることが可能となった。
 6 月 16 日 佐金室第 20 号により県教育委員会宛で発掘調査の着手報告（法第 99 条）を提出。
 7 月  8 日 作業員雇用開始。調査区内の樹木伐採を開始。
 8 月 1 日  樹木伐採・清掃の完了したテラスの写真撮影を開始。検出した石造物・石製品の撮影を
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開始。
 8 月 24 日  県文化行政課北村副参事が来跡、調査指導を受ける。第 1 回佐渡金銀山遺跡調査員会開
催を開催。
 8 月 25 日 萩原三雄、庄谷邦幸、村上隆調査委員が来跡、調査指導を受ける。
 9 月 1 日 調査区の樹木伐採作業が完了。
   9 日 トレンチを設定して遺構確認作業を開始。
   13 日 トレンチ 1 にて№ 44 石垣を検出。
   28 日 トレンチ 10 にて№ 47 石垣を検出。
 10 月 3 日 トレンチ 8、9 にてピット各 1 基を検出。
   14 日  県文化行政課春日真実主任調査員が来跡、調査指導を受ける。サブトレンチ 1 でピット 1
基を検出。
   17 日 トレンチ 8 にて土坑 4 基・ピット7 基を検出。トレンチ 9 にて土坑 2 基、ピット2 基を検出。
   21 日  レンチ 5 にて土坑 1 基を検出。サブトレンチ 3 にて№ 45 石垣を検出。トレンチ 6 にて№
46 石垣を検出。
   26 日 トレンチ 9 にてピット 1 基を検出。
   31 日 トレンチの埋め戻し作業を開始。
 11 月 2 日 調査区で検出された石製品の分布図を作成。
   15 日 トレンチの埋め戻し作業が完了。撤収準備を開始。
   17 日 現地調査終了。
 11 月 24 日 整理作業を開始。（3 月 31 日まで）
 12 月 13 日  佐金室第 43・44 号により新潟県佐渡西警察署長宛てで遺物発見届、県教育委員会宛て
で遺物保管証を提出。佐金室第45号により県教育委員会宛で発掘調査の終了報告を提出。
Ｃ　平成18年度調査経過
　平成 18 年度は、文化庁の指導により、当初 4 ヵ年計画であった調査期間を 2 ヵ年に短縮し、発掘調査を
行わずに樹木等の下草を伐採したうえで、地表面で確認のできる遺構の調査を主体とする分布調査へと計
画を変更した。これに伴い、調査面積を拡大し、調査は江戸時代に九郎左衛門町、弥左衛門町、九郎左衛
門裏町とよばれた場所を対象とした。平成 18 年 6 月から開始し、同年 12 月に終了した。調査対象面積は
約 22,500 ㎡である。
 5 月 10 日 佐教文第 71 号により県教育委員会宛で発掘調査の着手報告（法第 99 条）を提出。
 6 月 5 日  作業員雇用開始。樹木伐採を開始する。テラス・石垣・道跡等の遺構について、発見順
に遺構番号を付ける。
 7 月 18 日 県文化行政課小田副参事が来跡、調査指導を受ける。
   30 日 日本鉱業史研究会による現地視察。
 8 月 10 日 文化庁記念物課坂井秀弥主任文化財調査官による現地視察。
 8 月 23 日 第 1 回佐渡金銀山遺跡調査委員会を開催。
 8 月 24 日 萩原三雄、村上隆委員が来跡、現地指導を受ける。
 9 月 20 日 佐渡地域振興局長による現地視察。
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 10 月 5 日 髙野市長による現地視察。現場作業終了。
   10 日 渡邉教育長、石塚課長による現地視察。
   13 日 文化財保存計画協会矢野和之氏による現地視察。
   19 日 報道関係者への現地公開。
   24 日 文化財保護指導員による現地視察。
 28 ～ 29 日 現地説明会開催。のべ 215 名の参加者が来跡。
 11 月 1 日 第 2 回佐渡金銀山遺跡調査委員会が開催。
   2 日 文化庁記念物課岩本健吾課長による現地視察。
   20 日 佐渡市教育委員による現地視察。
 12 月 12 日 株式会社セビアスによる石垣等の写真解析図化に伴う写真撮影を開始。（～ 16 日まで）
   18 日 整理作業開始。（3 月 30 日まで）
 20 ～ 22 日 テラス・石垣等の遺構平面図を作成。
 1 月 10 日  佐教文第 326・327 号により新潟県佐渡西警察署長宛てで遺物発見届、県教育委員会宛
てで遺物保管証を提出。






 4 月 9 日 萩原三雄委員が来跡、現地指導を受ける。
 4 月 20 日 文化庁にて坂井主任調査官より報告書作成における指導を受ける。
 4 月 26 日 県世界遺産登録推進室による現地視察。
 5 月 12 日  金銀銅サミットに伴い、泉田裕彦新潟県知事、島根県大田市長、愛媛県新居浜市長、佐
渡市長が現地を視察。
 5 月 15 日 文化財保存計画協会による現地視察。
 5 月 28 日 国立科学博物館松原聰氏による現地視察。
 5 月 29 日 県教育次長、文化行政課による現地視察。
 6 月 1 日 県埋蔵文化財講座に伴う現地説明会。
 7 月 2 日 上相川地区周辺部を含めた地形測量を開始。（10 月 30 日完了）
 8 月 2 日 文化庁本中主任文化財調査官による視察。





より 32 ㎞西の日本海上に位置し、面積は約 855.11 ㎢、周囲の海岸線は 281.7 ㎞を測り、山林と雑種地が
島面積の 80％以上を占めている。地勢は、大まかに山地、海岸段丘及び低地・台地を含む平野から成り、
地形要素の複合という点で本州とほぼ同一の性質を持つことが特徴である［式 1964］（第 1 図）。島中央に
は国中平野が広がり、北に大佐渡山脈、南に小佐渡山地が並行する形でそれぞれ長軸をＮＥ−ＳＷ方向に
延ばしている。大佐渡山脈は、標高 1,173 ｍの金北山をはじめとする 1,000 ｍ近い比較的高い山並みが連
続し、小佐渡山地は、標高 645 ｍの大地山をはじめとする比較的低い山並みが連続する。































金 北 山 層














































































奈良町に所在する。同地区は、濁川左岸の標高 150 ～ 250 ｍの高位段丘及びその斜面に立地し、東西約






























































































































正元年（1460）西三川砂金山始まる。その後 79 年中絶して、文禄 2 年（1593）に再び取り立てる」と『佐
























































各種職人町などを計画的に形成した。その後、17 世紀前半の最盛期には人口約 5 万人と推定される我が国
屈指の鉱山都市が誕生することとなった。






























































№ 地区名 鉱　山　名 鉱山種別 時　　代 文献史料 絵図資料 備　　　考
1 両津 白瀬銀山 銀山 江戸 有
2 両津 久知川鉱山 不明 不明
3 両津 柿野浦木金山 砂金山 中世～江戸 ? 有 有 　
4 両津 岩首木金山 砂金山 中世～江戸 ?
5 両津 岩首鉱山 不明 不明
6 両津 両尾鉱山 不明 不明
7 両津 片野尾鉱山 不明 不明
8 両津 月布施鉱山 不明 不明
9 両津 野浦鉱山 不明 不明
10 相川 相川金銀山 金銀銅山 江戸～平成元 有 有
県遺跡台帳「佐渡金山遺跡」、一部国
指定史跡あり。
11 相川 茶屋平金山 金銀山 江戸 有 有 後に相川金銀山鉱区となる。
12 相川 小田銀山 銀山 江戸 有
13 相川 田野浦銀山 金銀山 江戸･近代～昭和18 有 有
県遺跡台帳「小野見鉱山遺跡」、近代
以降「高千鉱山」
14 相川 入川銀山 銀鉛山 江戸･近代～昭和18 有 有 入川鉛山とも。近代以降「高千鉱山」
15 相川 孫次郎鉛山 鉛山 江戸･近代～昭和18 有 有 入川鉛山の一部。近代以降「高千鉱山」
16 相川 立島鉱山 金銀山 江戸･近代～昭和18 有 有 近代以降「高千鉱山」
17 相川 鹿野浦鉛山 金銀銅鉛山 江戸･近代～昭和18 有 近代以降「高千鉱山」
18 相川 片辺鉱山 銅鉛山 江戸 ? 与宗鉱山・松尾鉱山とも
19 相川 戸地鉱山 銀山 ? 江戸 ･ 近現代 ? カッコメ鉱山 ･ ウノクソ鉱山とも
20 相川 戸中鉛山 金銀銅鉛山 江戸 ･ 近現代 ? 有
21 相川 北狄銀山 銀山 江戸 ･ 近現代 ? 有 有 川内鉱山 ･ 吉兵衛鉱山とも
22 相川 達者銅山 銀銅山 江戸 ･ 近現代 ? 有 有 小筵山鉱山とも
23 相川 小川銅山 銅山 江戸 ･ 近現代 ? 有 有
24 相川 大浦鉱山 銀山 ? 江戸
25 相川 稲鯨鉱山 銀山 ? 不明
26 相川 二見鉱山 銀山 ? 江戸 ･ 近現代 有 　
27 佐和田 鶴子銀山 銀銅山 室町～昭和 21 有 有 西五十里銀山・屏風銀山とも
28 佐和田 野坂鉱山 銀 ? 江戸 ? 有
29 佐和田 真光寺鉱山 金銀山 ? 不明 　
30 金井 平清水鉱山 不明 不明 　
31 金井 白硫黄銀山 銀山 江戸 有 白岩尾銀山とも
32 真野 西三川砂金山 砂金山 平安～明治 5 有 有
県遺跡台帳「笹川拾八枚」他関連遺跡
のみ周知化
33 真野 花見沢銀山 銀山 江戸 有







36 真野 滝脇銀山 銀山 不明 有 有 ※背合銀山と同一か
37 真野 小立大須鉱山 不明 不明
38 真野 大立鉱山 不明 不明
39 真野 田切須銀山 銀山 江戸 ･ 明治～大正 有
県遺跡台帳「田切須大野遺跡」（集落
跡）、「田切須鉱山跡」
40 真野 背合銀山 銀山 江戸
県遺跡台帳上地点不明 
※滝脇銀山と同一か
41 新穂 新穂銀山 銀山 室町～江戸 有 有 滝沢銀山とも
42 新穂 潟上銀山 銀山 不明 有 有 　
43 畑野 松ヶ崎木金山 砂金山 不明
44 畑野 松ヶ崎鉱山 金山 ? 不明 　
45 畑野 丸山鉱山 不明 不明
46 羽茂 尾平川砂金山 砂金山 不明 　
47 羽茂 清水鉱山 不明 不明
48 赤泊 天狗塚鉱山 金山 ? 不明 　
49 赤泊 荒町川砂金山 砂金山 不明 　


















































地区の町は 22 町、家数 513 軒を数えたとある（史料 7、8）。当時の町名には、山之神町・鍛冶沢町・鍛
冶町・田町・弥左衛門町・九郎左衛門町・九郎左衛門後町・上床屋町・外記町・番屋町・本町・小右衛門
町・相川町・柄杓町・茶屋町・奈良町・岩崎町・尾張町・七軒町・松入町・鍛冶町後町・田町後町の名が
挙げられているが（別表 3・史料 7、8）、宝暦 3 年（1753）に成立した『佐渡相川志』には、「上相川は
16 町の総名で、山之神町・鍛冶沢町・鍛冶町・田町・弥左衛門町・九郎左衛門町・九郎左衛門裏町・上床
屋町・外記町・番屋町・本町・小右衛門町・相川町・柄杓町・茶屋町・奈良町があった」と記されており、










なっていたと推測される。同史料に付随する記録には、家数 40 軒（うち 3 軒除地寺）、竃数 40 で、法花寺・
専照寺・妙音寺があった。次に職種数を見ると、最も多いのが銀山大工の 6 軒で、次いで銀山荷揚の 5 軒、







　上相川地区における江戸～明治時代を通じて寺社の軒数は、神社 1 社、寺院 22 ヵ寺、修験 16 院で、寺
院宗派をみると、浄土真宗 7 ヵ寺、日蓮宗 6 ヵ寺と多く、次いで浄土宗 2 ヵ寺、曹洞宗・臨済宗・真言宗・










上相川地区を始めとした住民救済政策も頻繁に行われるようになる（史料 114 ～ 136）。困窮者に御救米
として米が支給されたことを始めとして、文化 8 年（1811）には、上相川地区の住民のため、最寄りの採
掘箇所であった雲子間歩の古敷取明・青柳間歩の採掘が行われ（史料 119）、文政 2 年（1819）には、上
相川の大山祇神社脇の沢に新切山 1 ヵ所を立てて、上相川住人が何人か鉱山の職に従事させている（第 8






















































































の人口や規模をみると、最盛期をやや過ぎたと考えられる慶安 5 年（1652）には、家数 513 軒を数えた
が（史料 7）、元禄 7 年（1694）の「田畑屋敷検地帳」では 355 軒（史料 11）、文政 9 年（1826）の「相
川町町墨引」（写真図版 5）では 40 軒となり、相川金銀山及び相川市街地を描いた江戸時代の絵図を比較
すると上相川の町域が減少していったことがわかる（写真図版 4）。明治 6 年（1873）には、上相川町 77 人、
柄杓町 1 人、奈良町 11 人のみとなり［相川町史編纂委員会 2002］、明治 21 年（1888）の「相川町字図」
















号に所収される慶長年間の「佐州銀山諸御直山鍛冶炭渡帳」や同 18 号所収の「御礼衆之覚」、同第 19 号


























　前述した 16 町のほかに、江戸時代の史料に書かれる上相川地区の町名をみると、時期によって 22 ～ 23































































№ 遺  跡  名 時 期 指定有無 № 遺  跡  名 時 期 指定有無
1 向の畑 縄文 14 水金沢窯跡 江戸
2 開 縄文 15 佐渡金山遺跡 江戸
3 中山之神 縄文 16 富崎不動磨崖仏 江戸
4 イチカ潟 縄文・平安 17 吹上海岸石切場跡 江戸
5 鬼ヶ城・鬼ヶ城跡 平安・中世 18 宗太夫間歩 江戸 国指定史跡
6 下戸岩陰 古墳 19 南沢疎水道 江戸 国指定史跡




9 北野天神 平安 河村彦左衛門供養塔 江戸 国指定史跡
10 道違 平安 22 鐘楼 江戸 国指定史跡
11 羽田城 中世 23 御料局佐渡支庁跡 明治 国指定史跡
12 金太郎窯跡 江戸 市指定史跡 24 道遊の割戸 江戸 国指定史跡



































川町地子帳」（史料 12）、安政 5 年（1858）における屋敷を記したもので、元禄 7 年の田畑屋敷検地の際





































査方法を検討するための基礎的な調査と位置付け、現地調査期間を 2 年間、調査対象面積を約 34,900 ㎡
とし〔第 9 図〕、整理作業を 1 年間とする 3 年間の事業に計画を変更した。


















幅約 2m の調査トレンチを設定した。規模の大きいテラスでは、設定したトレンチに直交する形で幅 1.5 ｍ





















第 11 図　平成 17 年度トレンチ配置図
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平面図・土層断面図は、縮尺 20 分の 1 で図化し、詳細な記録作成が必要と判断された遺構のみ縮尺 10 分







によって縮尺 200 分の 1 の位置図を作成し、地形図に位置を合成させた。ズリの散布状況は、テラス・石垣・
道を中心に任意に 1 ｍ四方の枠を設置し、その中での散布密度・ズリの大きさを計測した。
Ｂ　平成18年度調査方法の概要
　平成 18 年度の調査対象地は、平成 17 年度調査区の南側にあたる九郎左衛門町、九郎左衛門裏町、弥左



























より南側のサブトレンチ 1 やサブトレンチ 3（南側）では、盛土の下層にユリカスと思われる幅約 10 ～ 20
㎝のシルト層や幅約 10 ㎝の炭化物層がみられた。トレンチ 1・トレンチ 6・サブトレンチ 3 ではｒ 1 の旧道
跡、石垣跡が検出された。
　小右衛門町跡のトレンチ 8 やトレンチ 9 では、整地層と考えられる褐色土層や貼床と考えられる橙色の
粘質土層などの生活面と考えられる地層が 2 ～ 3 面にわたり存在し、下層には、テラス造成に伴うにぶい
黄褐色の砂礫による盛土層がみられたことから、複数の小規模なテラスが連続していたと考えられる。また、
トレンチ 9 では、ユリカスと思われる幅約 10 ～ 25 ㎝のシルト層や幅 5 ～ 10 ㎝の炭化物を含む層が広範
囲にみられるが、トレンチ 8・トレンチ 11 では、このシルト層や幅約 5 ～ 10 ㎝の炭化物層が部分的にみら
れるのみで、他のトレンチではみられなかった。
３　遺構・遺物の検出状況
　平成 17 年度調査区では、分布調査によってテラス 47 基、石垣 51 基、石段 1 基、道跡 2 条、窪地 1 ヵ
所が確認されており、トレンチ内での遺構確認作業によって炉跡 1 基、土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明
遺構 2 基、石垣 4 基が確認されている。平成 18 年度調査区では、分布調査によってテラス 118 基、石垣
103 基、石段 2 基、道跡 7 条、水路跡 1 条、窪地 15 ヵ所が確認されている。調査によって確認された遺
構の総数は、テラス 164 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピッ
































































　調査によって確認された遺構は、平成 17 年度調査区で、テラス 47 基、石垣 55 基、石段 1 基、道跡 2 条、
炉跡 1 基、土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基、窪地 1 ヵ所、平成 18 年度調査区でテラス 118 基、
石垣 103 基、石段 2 基、道跡 7 条、水路跡 1 条、窪地 15 ヵ所である。このうち、トレンチ発掘調査で検
出された炉跡、土坑、ピット、性格不明遺構を除くテラス、石垣等の遺構が地表面において確認されている。
総数は、テラス 164 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピット





Ａ　テ　ラ　ス（図版 1・写真図版 7、11、13・別表 5）
　確認されたテラスは 47 基である。
　テラスの平面形状は、地形の制約を受けるため多種にわたるが、本町跡の西側部分のｔ 21 ～ 25 テラス






れらのテラスに設定したトレンチ 2 ～ 4、サブトレンチ 1 ～ 3（北側）の土層では、水田の旧耕作土や崖側
斜面付近での水田造成に伴う田面拡大のための盛土層が確認された。また、トレンチ 4 では、田面の拡大
に伴って山側の斜面を掘削したことによって発生した土砂や礫を北～西の斜面に盛ってテラスを拡大した
と考えられる土層が確認されている。また、ｔ 20 − 1 ～ 2 テラスにかけて連続して存在する盛土層のマウ




認められる範囲に設定したトレンチ 8 やトレンチ 9 の土層断面からは、複数の小規模なテラスｔ27 −1 ～ 4、
29 − 1 ～ 3 テラスが連続していることが確認できた。トレンチ 8 では、生活層と考えられる褐色土や貼床
と考えられる橙色粘質土による整地層が 2 ～ 3 面にわたって存在しており、土地造成が複数回にわたって
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行われていたと考えられる。
　調査区全体のテラス規模を見た場合、本町跡は 100 ㎡以上の面積をもつものが多く、200 ㎡以上のもの




Ｂ　石垣・石段（図版 2・写真図版 7、8、11 ～ 13・別表 6）
　確認された石垣は 55 基、石段は 1 基である。石垣の中には、不要な礫を斜面に廃棄したものか、石垣
が崩落したものか判別のできないものも多い。石垣の構築年代は、現在までのところ、石の積み方等に明
確な分類基準が設けられないため、時期を確定することは困難である。
　石垣の規模は、地形上の制約からか、高さが 1 ｍを超えるものから 30 ㎝前後のものまで様々である。城
郭や寺院等で見られるように整然と積まれたものはみられず、未加工の礫や破損した石製品を雑然と積み
上げている印象を受ける。相川町跡の東端にある№ 4 − 1 石垣では、古い石垣の前面に新たに石垣を構築
している例も見られた。
　廃棄された石磨や扣石等の石製品が石垣石に転用された例も多く、本町跡西側の南北に長いテラスに伴
う№ 22 − 1 ～ 25 石垣や小右衛門町跡の№ 8 − 2 石垣、相川町跡の№ 4 − 1 ～ 3・№ 7 石垣で確認できる。
　№ 3 石段は、小右衛門町跡のｔ 45 ～ｔ 47 テラス間の斜面に見られる。石段は表面がやや平坦な礫をい
くつか並べ、5 段で構成されたものである。周辺部の遺構の配置状況をみると東側を幅の広いＳＦ 2 が通る
ことから、集落内の本道ではなくテラス間を結ぶ脇道的な性格が強いと考えられる。この石段から南側へ
登る場所にあるｔ 45 テラスは、周囲の斜面に№ 4 − 1 ～ 3 石垣が構築されているＰ字形状のテラスで、こ
のテラスにあった建物に向かうために利用されていたと考えられる。
Ｃ　道　　　跡（図版 1・写真図版 19、20・別表 7）
　確認された道跡は 2 条である。
　上相川地区では、平成 15 ～ 16 年度の事前調査により、地籍図や土地更正図等から里道（赤道）の存在
が判明していた。こうした里道は、江戸時代の絵図と比較してもほぼ同じ位置を通るため、当時の町域を
判断する資料となった。また、現況では確認できなかったが江戸時代の絵図や明治時代の地籍図からｔ 25
～ 26 テラス間のＳＦ 1 より北側の番屋町跡・六十枚番所へ分岐する道があったと考えられる。
ＳＦ 1
　地表面において確認された遺構である。小右衛門町跡から本町跡までを結び、小右衛門町跡でＳＦ 2 に
接続する幅 1.5 ～ 2 ｍの道路跡で、本町跡でＷ−Ｅ方向にのび、小右衛門町跡でＳＷ - ＮＥ方向にのびる。
この道跡は、「上相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上相川絵図」（写真図版 3）等の絵図に表記されており、
昭和期に作製された「相川町地籍図」においても里道として表記されている。この道跡に、トレンチ 6、サ
ブトレンチトレンチ 1、サブトレンチ 3 を設定し、発掘調査を実施した結果、トレンチ 6 とサブトレンチ 3
において、旧道路面と推測される土層が確認された。いずれも、道幅は 1 ｍ前後のもので、道跡と確定で












　窪地は、小右衛門町跡のｔ 28 とｔ 29 − 1 テラス間の斜面に立地している。遺構は、斜面をＵ字状に掘
り込んだもので、周縁部に集石が認められる。窪地の周囲の状況をみると、石磨や扣石といった紛成用の
石製品やズリの散布が確認でき、南側斜面上のｔ 29 − 1 ～ 3 テラスに設定したトレンチ 9 ではユリカスと
考えられるシルト層が検出されている。今回の調査では、窪地部分の発掘調査を実施していないことから、
遺構の詳細は不明であるが、島根県の石見銀山跡千畳敷地区ＳＢ 02 内ＳＫ 01 の事例にみられるように、
このような窪地において鉱石の粉砕が行われていた可能性がある［島根県教育委員会・大田市教育委員会
1999］。
Ｅ　トレンチ検出遺構（第 13 図・写真図版 23・別表 8）
　トレンチより検出された遺構は、石垣 4 基、道跡 1 条、土坑 10 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基で
ある。
遺構の検出状況をみると、トレンチ 8・トレンチ 9 で確認された遺構が多く、他のトレンチからは土坑や石垣、
道跡等が数基確認できるだけであった。
　本町跡に設定したトレンチでは、表土層の下層に耕作土層がみられたが、トレンチ 8・トレンチ 9 では、
表土層の下層に遺構検出面があるため、集落廃絶後に水田耕作などの開発の影響を受けていないことが判
明した。
　トレンチ 6・サブトレンチ 3 において、旧道路面（ＳＦ 1）と推測される土層が確認されている。いずれも、
幅 1 ｍ前後のもので、道跡と確定できる硬化面は見られなかったが、サブトレンチ 3 内では道跡の北側に
№ 45 石垣、トレンチ 6 では道跡の南側のｔ 25 テラスの斜面に伴う№ 46 石垣が検出された。こうした石
垣を伴う道跡が検出されたことで、ＳＦ 1 は、サブトレンチ 3 付近で現在の道路法線から南へ 1 ｍ程度ず
れていたことがわかり、その後、盛土により現在の道路面が構築されたことが判明した。







 Ⅰ 表土 
 Ⅱ 褐色土 炭化物含む　橙色土粒、明褐色土粒、明赤褐色土粒混入　
   灰白色シルト（ユリカス）少量混入
   〔整地層・遺構確認面〕
 Ⅲ にぶい黄褐色土 炭化物含む　橙色土粒、明赤褐色土粒、明褐色土粒混入　
   灰白色シルト（ユリカス）少量混入
 Ⅳ 橙色粘質土 炭化物含む　明褐色土粒、灰白色シルト（ユリカス)混入　
   〔整地層・遺構確認面〕
 Ⅴ 灰黄褐色土 炭化物含む　黄褐色土粒混入
 Ⅵ 黄褐色粘質土 炭化物含む　明褐色土粒、灰白色シルト（ユリカス）塊混入
 Ⅶ 褐灰色土 炭化物含む　黄褐色土粒混入
 Ⅷ 褐色土 炭化物含む　黄褐色土粒混入　〔整地層〕
 Ⅸ 黒褐色灰 炭化物多量に含む
 Ⅹ にぶい黄褐色礫 炭化物含む　黄褐色土混入。〔テラス造成に伴う盛土層〕
 Ⅺ にぶい黄褐色土 炭化物少量含む　明褐色土粒、灰白色土粒混入
 Ⅻ 黄褐色土 炭化物少量含む
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ 黄褐色土 炭化物含む　灰白色シルト（ユリカス）、褐色土混入　〔整地層・遺構確認面〕
 Ⅲ にぶい黄褐色シルト 炭化物微量含む　（ユリカス層）
 Ⅳ 黒色灰 炭化物多量に含む
 Ⅴ 黄褐色土 炭化物含む　明褐色土粒、黄褐色土混入
 Ⅵ にぶい黄褐色礫 炭化物含む　黄褐色土混入〔テラス造成に伴う盛土層〕
 Ⅶ 明褐色粘質土 炭化物含む　白色礫混入
 Ⅷ 黄褐色粘質土 炭化物含む　白明褐色土粒、黄褐色土混入。
 Ⅸ 明褐色粘質土 〔地山層〕
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ 灰黄褐色土 〔旧耕作土〕
 Ⅲ 黒褐色土 炭化物含む　ズリ含む
 Ⅳ 褐色砂礫 炭化物含む
 Ⅴ 灰白色シルト （ユリカス層）褐色砂混入　鉄分沈着
 Ⅵ にぶい黄褐色砂礫 炭化物含む　鉄分沈着
 Ⅶ 灰黄褐色礫 炭化物少量含む 
 Ⅷ 黒色灰 炭化物多量に含む
 Ⅸ にぶい黄褐色シルト （ユリカス層）炭化物含む　褐色砂混入
 Ⅹ 灰白色シルト （ユリカス層）炭化物少量含む　鉄分沈着　
 Ⅺ 褐色砂質土 炭化物含む
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ にぶい黄褐色砂礫 〔平坦面造成に伴う盛土層〕
 Ⅲ 黒褐色土 〔旧表土層〕
 Ⅳ にぶい黄褐色シルト 灰白色シルト混入　炭化物中量
 Ⅴ 褐色砂質土 炭化物含む
 Ⅵ 黄褐色土 炭化物含む　明黄褐色土ブロック、












































































第 13 図　トレンチ遺構図（トレンチ配置については第 10 図参照）
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トレンチ 8 炉跡（第 14 図・写真図版 23・別表 8）






Ａ　テ　ラ　ス（図版 1・写真図版 8、10、13 ～ 19・別表 5）
　確認されたテラスは 117 基で、急斜面や丹波沢沿いを除く調査区内のほぼ全域に分布する。
　テラスは、地形的な制約を受けるものが多いが、九郎左衛門町跡のｔ 91・95・99 ～ 120 テラスなどや
弥左衛門町跡のｔ 43 ～ 45・49・50・60 ～ 65・147 ～ 151 テラスなどでは、道路跡に面して道両脇に短
冊状を呈するものが配置されていることが多い。特に九郎左衛門町跡のｔ 103 ～ 120 テラスは、平成 16
年度に作製した縮尺 500 分の 1 地形図上においても明確に遺構プランが確認でき、周辺部にはほぼ同じよ
うな面積を持つテラスが連続している。
　九郎左衛門町跡や弥左衛門町跡では、ｔ 123・126・128 ～ 134・137 テラスのように規模の大きいもの
が多くみられた。また、遺構範囲の不明瞭なものもあるが、ｔ 151・157 テラスなどのように、住居に使用
されたと考えるには明らかに不自然な小規模なテラスもみられた。
　テラスの規模を見た場合、調査範囲内の全域に 100 ㎡以上の面積を持つテラスが分布するが、うち 200
㎡を超える大型のものは九郎左衛門町跡・弥左衛門町跡の町境付近、弥左衛門跡のＳＦ 5 沿いの山側 2 ヵ
所に集中する傾向が見られる。これらのテラスに伴う道沿いの№ 56・№ 112 石垣では、粉成用の石磨や扣
石が多く見られる。
 1 暗褐色土 しまりあり、粘性弱　礫・炭化物含む。
 2 にぶい黄橙色土 しまりあり、粘性弱　礫少量含む。炭化物、暗褐色土、
   明褐色土粒含む。
 3 黒色土 しまりなし、粘性やや弱　炭化物多量に含む。赤褐色土
   粒少量含む。
 4 明褐色土 しまりあり、粘性やや強　炭化物わずかに含む。
   明赤褐色土粒少量含む。白色土粒含む。













第 14 図　トレンチ 8 炉跡平面図・断面図
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Ｂ　石垣・石段（図版 2・写真図版 9、14 ～ 17・別表 6）








門町跡の町境付近のｔ 123 テラスを中心とするＳＦ 5 沿いの範囲、弥左衛門町跡のｔ 137 テラスを中心と






Ｃ　道　　　跡（図版 1・写真図版 9、10、17、20 ～ 22・別表 7）
　確認された道跡は 7 条である。
　確認された道跡のなかで、Ｅ−Ｗ方向に伸びる道跡の多くは、絵図等にも表記され、現在も里道である




きる。「上相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上相川絵図」（写真図版 3）に表記されている。ｔ 71・72 テラ




























　九郎左衛門町跡にあるＮ−Ｓ方向に伸びる距離の短い道路跡で、ｔ 83 とｔ 90 テラスを接続する。比高
差のあるテラス間を結ぶ小路と考えられる。
Ｄ　水　路　跡（図版 1・写真図版 22・別表 7）
　検出された水路跡は 1 条である。




























たは島根県の石見銀山跡千畳敷地区ＳＢ 02 内のＳＫ 01 の事例に見られるように［島根県教育委員会・大
田市教育委員会 1999］、これらの窪地で鉱石の粉砕が行われた遺構の可能性がある。
４　調査区外で見られる遺構
































































Ｂ　寺　社　跡（第 8 図・別表 4）
　『佐渡国寺社境内案内帳』や『佐渡相川志』等の史料から推測される上相川地区所在の寺社は、1 社
































ど約 1 万点を数える。このうち主体となるのが陶磁器類で、出土量は全体の約 87 パーセントにおよぶ。こ
こでは、遺構からの出土・地表面採集遺物を中心に上記種別の順に記述するが、出土量の多い土器・陶磁
器類は各遺構ごとに、その他の遺物は出土量が少ないことから器種ごとに記述を行うこととした。また、平











ｔ 5 テラス（図版 7・写真図版 33 － 3 ～ 9）





返し、9 は口縁部を外方へ逆 L 字状につまみ出す。両者とも内外面に鉄釉を施すが、9 の口縁頂部は釉剥
ぎがなされている。8 は備前系の擂鉢で、口縁部が三角形状に肥厚し、外面に二重沈線を張り巡らす。





ｔ12 テラス（図版 7・写真図版 33 － 13 ～ 21）
　13 は瀬戸美濃系陶器の碗で、削り出し高台をもち、内外面に緑色の釉を施すが、外面底部は露胎である。








ｔ13・15・23 テラス（図版 7・写真図版 33 － 22 ～ 24）
　いずれも灯明皿である。22・23 は底部に静止糸切り痕が残り、口縁部にわずかに煤が付着する。24 は
左回転の糸切り痕がみられ、ほぼ全体に煤が付着する。
ｔ 25 テラス（図版 8・写真図版 34 － 25 ～ 29）









































いる。3・4 は先端部で、3 は内外面とも暗赤色のガラス質の溶融物が、4 は外面に炭化物が付着する。5 の
外面は被熱により溶融し、先端部には金属の溶融物が付着する。外郭断面は 1 と同様に円形である。6・7
の外面および 9 の内外面には溶融物が付着し、7 の内面は被熱により赤色化している。いずれも外郭断面
は角形である。
五徳（図版 13・写真図版 39 － 8）
　火鉢や囲炉裏など炉の中で鉄瓶や鍋などを乗せるための器具で、円形の輪に 3 本または 4 本の足が付い
た架台である。
　8 は脚部で、手づくね成形が施され、表面に煤が付着している。





の粉成作業が行われていたことを示す重要な遺物である。ｔ 29 テラスの T9 から 5 点の石磨が集中して出
土しており、この付近に選鉱作業施設が存在していた可能性がある。
砥石（図版 14・写真図版 40 － 1・10）
　刀剣・包丁や鎌など、日常的に使用する刃物の切断機能の復元のために使用されたと考えられる。
1・10 とも上面に使用痕が残り、10 は厚さ 15mm 程の板状の形式のものである。砥石は材質により、荒砥
（砂岩）、中砥（凝灰岩）、仕上げ砥（泥岩）の 3 種に大別され、1・10 ともきめの細かい泥岩が用いられて
いることから、仕上げ砥として使用されたものと推測される。
扣石（図版 14・写真図版 40 － 2・3・6、図版 15・写真図版 41 － 18）




　2 は破片であるが、上面に一辺 10 ㎝程の方形の窪みが 2 個穿たれている。3・6・18 は半球形の窪みを
持つ。3 は上・下面それぞれ 2 個の穴があり、両面で使用された痕跡が窺える。6・18 はともに上面に 1 箇
所の窪みが認められる。この窪みの形状の差異については不明な点が多いが、砕石に使用したハンマーの
形状や時代差などの要因が考えられる。
石磨（図版 14・写真図版 40 － 8・9・12 ～ 16、図版 15・写真図版 41 － 17）
　鉱石を粉砕する道具で、上臼と下臼が一対となって動き、下臼の上に上臼が乗って、上臼の重みで鉱石
を磨り潰す。









硯（図版 14・写真図版 40 － 5・11）
　5 は摺り面中央部に、幅 30mm 程の浅い墨溜まりがみられる。石材は頁岩を用いている。10 は練り物の
硯である。
碁石（図版 14・写真図版 40 － 7）
　灰色を呈しており、白碁石に用いられたと考えられる。
不明品（図版 14・写真図版 40 － 4）




煙管（図版 15・写真図版 41 － 1・3 ～ 5）
　1・4 は煙管の雁首である。火皿は円形で、直径は 15 ～ 17mm 程である。頚部径が細いことから、江戸
時代前半のものと考えられる。2・3 は煙管の吸口である。吸口径が小さく、細身であることから、江戸時
代前半頃の所産であろう。いずれも銅製で、表面に緑青が付着する。
鎹（図版 15・写真図版 41 － 2）
　長さ 112mm を測り、ほぼ左右対称の「コ」の字状の形状を呈する。建物など、木材と木材をつなぎ合
わせるために使用されたものと考えられる。
釘（図版 15・写真図版 41 － 6・8）
　6・8 とも長さは 80mm 前後である。6 の釘頭は六角形を呈するが、8 の釘頭は殴打され潰れている。レー
ル等を留める犬釘と考えられるが、詳細な用途は不明である。




　永楽通宝・寛永通宝・雁首銭の 3 種類が確認された。図示したものの内、3 点を除いて全てトレンチ内
から出土しており、ｔ 27 テラスの T8 とｔ 29 テラスの T9 からの出土が顕著である。
永楽通宝（図版 15・写真図版 41 － 9）
　全体的に緑青に覆われており、文字は不鮮明である。厚みも薄く、重量も軽いことから、国内で模鋳さ
れた可能性が高い。16 世紀後半～ 17 世紀前半にかけてのものと考えられる。
寛永通宝（図版 15・写真図版 41 － 1 ～ 8・10 ～ 16・17 ～ 19・22・23）
　ほとんどが銅製であるが、真鍮製のものが 1 点出土している。
　銅製の寛永通宝（一文銭）は、寛永 13 年（1636）から天明元年（1781）まで鋳銭され、鋳造時期は
大きく3 期に大別される。1 期は寛永 13 年～万治 2 年（1659）、2 期は寛文 8 年（1668）～天和元年（1681）、
3 期は元禄 10 年（1697）～延享 4 年（1747）および明和 4 年（1767）～天明元年である。一方真鍮製
（四文銭）は、明和 5 年（1768）以降に鋳造され、明治中期まで通貨として使用された。
　内訳は 1 期 5 点、2 期 3 点、3 期 6 点、真鍮製 1 点、不明 4 点で、時期的には 17 世紀半ば～ 18 世紀後
半まで幅広く出土している。









ｔ 42・43 テラス（図版 9・写真図版 35 － 51 ～ 53）
　51・53 は肥前産磁器である。51 は皿の底部で、内面に意匠不明の染付文様が表される。53 は碗で、外
面体部に草花文、高台脇に二重圏線、高台内に一重圏線と判読不能な銘款が入る。52 はほぼ完形の灯明皿
で、底部には静止糸切り痕が残り、全体的に煤が付着する。
ｔ 45 テラス（図版 9・写真図版 35 － 54・55）
　54 は肥前系陶器の碗で、内外面に灰釉が掛かるが、外面底部は露胎である。内面見込みに砂目積みの
痕跡を残す。55 は肥前系磁器の皿で、内外面とも染付による草文と圏線が描かれる。










ｔ 54 テラス（図版 9・写真図版 35 － 61・62）
　61 は肥前産陶器の甕で、外面に鉄釉を施し、口縁端部を外方へ折り曲げる。内面には同心円状の当て具
痕、外面には平行上の叩き痕が窺える。62 は磁器の小瓶で、底部外面は糸切り後、無調整で無釉である。




ｔ 61 テラス（図版 10・写真図版 36 － 66・67）
　66 は陶器の甕である。手づくね成形で、口縁を外方へつまみ出した後、内面へ折り返す。67 は白磁の
皿で、内面に植物の線彫り彫刻が施される。高台と高台脇の区別は不明瞭である。




ｔ 67 テラス（図版 10・写真図版 36 － 70）
　70 は肥前系陶器の皿で、内外面とも灰釉が施されるが、底部外面は露胎である。高台畳付部分に、胎土
目積みの痕跡が残る。
ｔ 71 テラス（図版 10・写真図版 36 － 71）
　71 は陶器の皿で、全面に長石釉が掛かり、口縁部及び高台畳付部分はやや赤みをおびる。高台から緩や
かに立ち上がり、外反する口縁をもつ。






ｔ 88 テラス（図版 10・写真図版 36 － 75）
　75 は肥前系陶器の鉢である。内面は白化粧土を帯状に貼付け、縦方向に刷毛目文を施し、花卉を表現す
る。外面は横方向に刷毛目状の文様が描かれる。









ｔ 96・98 テラス（図版 10・写真図版 36 － 81 ～ 83）
　81・82 は肥前産陶器皿の底部である。81 は内面見込みに砂目積み痕、82 は胎土目積み痕が残る。底部
外面はともに露胎で、兜巾高台である。83 は陶器の杯。内外面に鉄釉を施す。
ｔ101 テラス（図版 10・写真図版 36 － 84、図版 11・写真図版 37 － 85 ～ 90）












ｔ107 テラス（図版 11・写真図版 37 － 94・95）
　94 は青磁の香炉で、内面は釉剥ぎされ、底部外面は無釉である。三足付きの足の部分が欠損している。
95 は磁器杯で、外面にわずかに染付の文様がみえる。
ｔ108 テラス（図版 11・写真図版 37 － 96）
　96 は肥前産陶器の皿である。内面に意匠不明の鉄絵装飾が施され、見込み部分に胎土目積み痕が残る。
高台はやや深めに削り出す。16 世紀末のものと考えられる。
ｔ109 テラス（図版 11・写真図版 37 － 97）
　97 は土器灯明皿で、底部外面に静止糸切り痕が残る、内面全体と外面の一部に煤が付着する。




ｔ119 テラス（図版 11・写真図版 37 － 100）
　100 は陶器の土瓶である。外面に体部は轆轤成形による凹凸が顕著にみられ、外面上部に把手の剥離痕
が残る。口縁内部の蓋接地面は釉剥ぎ。底部外面は露胎で、高台畳付に煤が付着する。





ｔ122 テラス（図版 11・写真図版 37 － 103）
　103 は肥前系陶器の皿で、内面には三島手による菊花文と剣先蓮弁文が表現される。内面見込みおよび
高台畳付には砂目積みの痕跡が残る。
ｔ123 テラス（図版 11・写真図版 37 － 104・105）
　104 は土器灯明皿。底部は静止糸切り痕がみえ、口縁部に煤が付着する。105 は陶器鉢で、内外面に鉄
釉を掛けるが、体部外面下半は露胎である。底部は兜巾高台、蛇の目状高台の形状をとる。
ｔ124 テラス（図版 11・写真図版 37 － 106）
　106 は肥前産磁器の皿で、内面見込みに意匠不明であるが、吹墨技法によって描かれた文様がみられる。
ｔ126・127 テラス（図版 12・写真図版 38 － 107・108）
　107・108 は肥前系の磁器である。107 は丸みを帯びた碗で、体部外面に文が描かれる。108 は皿の底
部で、内面見込み中央に菊花文、周囲に菊唐草文と二重圏線が巡る。
ｔ128 テラス（図版 12・写真図版 38 － 109）
　109 は土器焙烙である。口縁部は横ナデされ、外面に煤が付着する。
ｔ136 テラス（図版 12・写真図版 38 － 110）
　110 は肥前系磁器の大皿で、内面見込み中央には梅花文と考えられる装飾が施される。周囲には二重圏
線と草文が染め付けられる。高台内に砂が付着する。
ｔ142 テラス（図版 12・写真図版 38 － 111）
　111 は肥前産磁器碗である。内面見込みは蛇の目釉剥ぎされ、外面にはコンニャク印判がみられる。時
期的には 18 世紀代のものと考えられる。
ｔ148 テラス（図版 12・写真図版 38 － 112）
　112 は肥前産陶器の皿で、内外面とも灰釉が施釉される。底部は露胎で、兜巾高台をもつ。内面見込み
及び高台畳付に胎土目積み痕が残ることから、16 世紀末のものと考えられる。
ｔ150 テラス（図版 12・写真図版 38 － 113）
　113 は土器火鉢で、推定口径 31.0cm を測る。口縁頂部はヘラ削り調整される。
ｔ151 テラス（図版 12・写真図版 38 － 114）
　114 は磁器火入。内面無釉で、底部は内外面とも煤が付着する。外面には二重圏線が描かれる。













ＳＦ 5（図版 12・写真図版 38 － 123 ～ 126、図版 13・写真図版 39 － 127 ～ 132）
　123・124 は土器灯明皿である。123 は底部中央に直径 5mm 程の小孔が穿たれている。器具や灯心具









ＳＦ 6（図版 13・写真図版 39 － 133・134）
　133 は土器灯明皿で、底部は回転糸切り。ほぼ全面に煤が付着し、外皿内面に灰がみられる。134 は肥
前系陶器の大皿で、胴部上端で屈曲し、鍔縁状の口縁をもつ。
ＳＦ 8（図版 13・写真図版 39 － 135・136）
　135 は土器灯明皿で、底部に静止糸切り痕が残る。136 は磁器碗の蓋で、口縁部は外方へつまみ出し、
下方へのびる返しがつく。外面は染付による網目文が表される。
No.48 石垣（図版 13・写真図版 39 － 137）
　137 は肥前系磁器皿で、内面見込みは蛇の目釉剥ぎされ底部は無釉である。17 世紀中頃のものと想定さ
れる。
No.56 石垣（図版 13・写真図版 39 － 138）
　138 はほぼ完形の土器灯明皿で、底部は静止糸切り、体部は横ナデで仕上げる。










寛永通宝（図版 15・写真図版 41 － 20・21）






































　平成 17 ～ 18 年度の調査区内における石製品の点数は、平成
17 年度が 172 点、平成 18 年度が 472 点であり、その多くが地表










ると（第 4 表）、弥左衛門町跡が 392
点と最も多く、次いで小右衛門町跡の
86 点、本町跡の 59 点、九郎左衛門町





衛門町跡にかけてのＳＦ 5 周辺部や小右衛門町跡付近のＳＦ 1 周辺部といった道沿いに集中する傾向がみ
られ、石垣石として再利用されているものも多い。
　次に石磨の形状等の特徴をみると、現在までのところ、所有者からの聞き取り調査によって、おおよその








































粉 挽 臼（3）    7
不 明 臼（4）    3
扣 石 扣 石（5）  240
そ の 他 の
石 製 品
石 塔（6）    1
石 製 品（7）    2

















本町   2 4   1 0   2 2    0    2    0    1   5 9
小右衛門町   5 3   1 3   1 7    1    0    1    1   8 6
九郎左衛門町   2 4    6   1 9    2    1    0    0   5 2
九郎左衛門裏町    6    2   1 7    0    0    0    0   2 5
弥左衛門町  15 4   7 6  1 5 9    3    0    0    0  3 9 2
相川町   1 5    8    3    1    0    0    0   2 7 一部範囲のみ調査区域
床屋町    0    0    3    0    0    0    0    3 一部範囲のみ調査区域









































































































区内の旧町ごとに見ると、物配りを持つ石磨は、相川町跡の一部で上臼 3 点・下臼 1 点、小右衛門町跡で
上臼 7 点・下臼 1 点、本町跡で上臼 3 点・下臼 2 点、弥左衛門町跡で上臼 19 点・下臼 6 点、九郎左衛門
町跡で上臼 5 点・下臼 1 点、九郎左衛門裏町で上臼 1 点が確認された。リンズ痕を有する上臼は、弥左衛

































料 10）では、前者が 97 間（約 176.3 ｍ）、後者が 37 間（約 67.3 ｍ）と記載されているが、明治期の「相
川町字図」では、前者が約 120 ｍ、後者が 200 ｍほどの規模となり、両者の町の長さが逆転していること

























































































































































　これまでの調査によって確認された最も規模の大きいテラスは長軸 32 ｍ×短軸 16 ｍ、最も小さいテラ













































































　窪地は、九郎左衛門町跡のｔ 89 テラス及びその北側に各 1 基・ｔ 116・117 テラスで各 1 基、九郎左衛
門裏町跡のｔ 93 テラスで 3 基・ｔ 94 テラスで 1 基、弥左衛門町跡のｔ 46 テラスで 1 基・ｔ 47 テラスで
2 基、ｔ 83 テラスに 1 基、小右衛門町跡のｔ 29 − 1 テラスの北側斜面に 1 基が確認されている。
　次にテラスごとにズリの散布状況をみると、本町跡のＳＦ 1・ｔ 15 テラスの一部・ｔ 20 − 1 ～ 22・23
テラスの一部・25 テラス、小右衛門町跡の SF1・ｔ 28 テラス、弥左衛門町跡ｔ 47・67・73 テラスの一部、
九郎左衛門町跡のｔ 84・85・93 テラスに多量に見られ、周辺部のテラスにおいても比較的多く見られる。















　今回の調査では、16 世紀末～ 19 世紀にかけての遺物が調査区全体で確認されている。このうち中心と















　上相川遺跡の場合、地表面で多量の石製品が確認されている（図版 5）。平成 17 年度調査では、トレン
チ内から石磨や扣石が出土しているため、実際には土中に相当量の石製品が埋蔵している可能性が高い。
　確認された石製品の点数は、弥左衛門町跡が 392 点と最も多く、次いで小右衛門町跡の 86 点、本町跡













　テラスごとの鉱滓の採集状況をみると、鉱滓は本町跡のｔ 5・12・15・18 ～ 22 テラス、小右衛門町跡
のｔ 27 − 1・27 − 4・29 − 1 ～ 3・32・37 テラス、弥左衛門町跡のｔ 42・65 ～ 67・124・125・151 テ
ラス、九郎左衛門裏町跡のｔ 73・75・80・82・83・85・88・94・96 テラスでみられ（図版 8）、ｔ 20 − 1・
21・25 ～ 27 − 1 テラスでは羽口片が出土・採集されている。鉱滓の採集重量は、ｔ 77・80 テラス及びそ
の南側の土手において極めて多量であり、本町跡内のｔ 5 ～ 22 テラスで比較的多い。特にｔ 5 ～ 22 テラ




九郎左衛門裏町跡のｔ 77・80 テラス付近と平成 17 年度の発掘調査によって炉跡が検出され、鉱滓・羽口








































 1 ．  佐渡金山遺跡上相川地区は、佐渡市上相川町・相川小右衛門町・相川柄杓町・相川奈良町地内に所在
し、現況は山林、原野等である。
 2 ．  遺跡は、濁川左岸の標高 150 ～ 250 ｍの高位段丘及びその斜面に立地し、東西約 800 ｍ、南北約
300 ｍ、総面積は約 20ha を測る。
 3 ．  遺跡は、戦国時代末に成立し、江戸時代初期にかけて最盛期を迎え、明治年間に廃絶したと考えられる、
相川金銀山に伴う鉱山集落跡である。
 4 ．  分布調査は、国史跡指定の基礎資料を得ることを目的とした遺跡の範囲内容を確認するため、平成 15
年度から平成 18 年度にかけて実施した。調査面積は 34,900 ㎡であり、このうち平成 17 年度に実施
したトレンチ発掘調査による調査面積は 291 ㎡である。
 5 ．  調査の結果、遺跡のほぼ全域から江戸時代の遺構・遺物が検出された。また、テラス状遺構や石垣等
の遺構のほぼ全てを地表面において良好な状態で確認することができる。
 6 ．  遺構は、テラス 165 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピッ
ト 20 基、性格不明遺構 2 基である。このうち、トレンチより検出された遺構は、石垣 4 基、炉跡 1 基、
土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基である。
 7 ．  出土・採集した遺物は、遺物は 16 世紀末から 17 世紀を中心とする近世の碗、皿、すり鉢等の陶磁器
や灯明皿等の土器、煙管・銭貨等の金属製品、石磨・扣石・硯等の石製品、羽口等の土製品、鉱滓で
ある。
 8 ．  同地区に関連する江戸時代の絵図が多く現存し、関連する記述が掲載された史料が多く残されている。
 9 ．  検出されたテラス状遺構の中でも短冊状に地割された区域が多く見られ、江戸時代の生活区域形状が
現在も良好に保存されている。
 10．  江戸時代の絵図に描かれた道と現存する道跡の多くが重複することから、江戸時代の形状が現在も良
好に保存されていることがわかる。
 11．  石磨や扣石、ユリカス、ズリ、鉱滓、羽口等の鉱石粉砕・製錬工程に関連する遺物が集中する区域が
見られ、職種別の住み分けがあったことを推測できる。また、江戸時代の検地帳や文献史料等の面か
らもこれを裏付けることができる。












































島根県教育委員会・大田市教育委員会　1999　 『石見銀山遺跡発掘調査報告 1 −平成 5 ～ 10 年度調査・石銀地区−』







































「御直山鉱山岡絵図」　延享 4 年（1747）　舟崎文庫№ 1231　新潟県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「銀山岡絵図」　延享 4 年（1747）　舟崎文庫№ 1210　新潟県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「銀山岡絵図」　延享 4 年（1747）　味方家資料№ 109　味方重憲氏　蔵
「宝暦五年相川町絵図」　宝暦 5 年（1755）　小菅徹也氏　蔵
「佐渡相川志」巻 2　宝暦 6 年（1756）　県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「上相川絵図」　宝暦 2 年（1752）作製、文化 9 年（1812）複製　相川郷土博物館　蔵
「相川銀山所敷岡絵図」　享和 2 年（1802）　相川郷土博物館　蔵
「相川之図」「佐渡志附録図」　文化 13 年（1816）ヵ　『佐渡叢書』第 2 巻所収
「相川町町墨引」　文政 9 年（1826）　『佐渡相川の歴史』資料集 5 二見・相川近世文書付録






























































































































































































































此内にも他国米入役籠 有之候哉。又は右越後米 外 無















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　　　　　 　 　　
伊藤三右衛門
（別紙）   当国之儀者金銀山稼ニ而成立候国柄故、金銀山之衰微者則国中之衰微二而終ニ者地役人といへども一統難儀ニ迫り候道理分明之事ニ付、先達而地役人共并市中之者ともまて夫々出銭いたし、古敷取明穿鑿等当時専ら取計候儀、畢竟者銘々之困窮眼前之事なから、既に窮し候中□格別
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 6 図　上相川町域範囲図（上相川地形図［佐渡市教育委員会 2007］に明治 21年の「相川町字図」を合成）
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第15 図　調査区外　道跡・寺社・番所・石造物分布図
